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4 年次は古浦先生の授業を最もたくさん履修した年である。 4 年次の
時間割を見ると、水曜日 4 限がイタリア語（初級）、金曜日 3 限がラテ
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ン語のガリア戦記の講読、4 限がドイツ語の演習（テキストは B. E. Vidos, 






テの神曲のイタリア語辞典（Giorgio Siebzebner-Vivanti, Dizionario della 
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ているのかも知れないと今は思う。その日の日記は、  
「古浦先生は発表会の後、『別のことも色々考えながら、今のテーマを
進めて行きなさい』と仰った。古浦先生の言われたとおりにやっていこ
うと思う。」  
と締めくくっている。  
 大学院ではシュメール語を専門とした私だが、研究手法に関しては
吉川先生の影響だけでなく、古浦先生の影響も大きく受けていると思
う。今振り返ると先生の学恩の大きさに驚くばかりである。  
先生、長い間本当にありがとうございました。  
 
